























 本研究ではクロマチン構造変換にかかわる RNA 分子の同定を目的として研究を進めた。核
小体タンパク質 Nucleophosmin/B23 のヒストンシャペロン活性に影響を及ぼす RNA 分子の
機能について検討を行った。B23 は核小体クロマチン制御において、RNA との複合体形成が
重要であることを明らかにした。B23 の RNA 結合特異性を決定する分子基盤についても明ら




 The aim of this study was to identify RNA molecules involved in chromatin 
regulation by focusing on RNA-binding histone chaperone Nucleophosmin/B23.  We 
found that B23 was recruited to the rRNA gene loci by using its RNA binding activity.  
In addition, we clarified the molecular mechanism by which B23 binds to specific RNA 
target.  Furthermore, we identified RNA molecules specifically bound by B23 in vivo.  
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機構の解析を行った。B23 には C 末端が異な
る二つのスプライシングバリアント B23.1お





































った結果、B23.1:NPM3 は 4：1 の複合体を形
成することが示唆された。B23.1-NPM3複合体

























（３）B23 の RNA 結合特異性の分子レベルで
の解析 
B23 がどのように RNA を認識し、その機能
を発現するのかはほとんど明らかになって
いなかった。そこで、B23 の RNA 認識機構を





図１ B23 スプライシングヴァリアントの構造 
 
その結果、B23.1 が RNA と結合するのに対










B23 は RNA のどのような構造を認識するのか







ク質の RNA 結合活性は、B23 分子に存在する
天然変性領域によって、調節されることが明





（４）B23 と協調的に働く RNA の同定 








い RNA を調整し、B23 と結合実験を行った結
果、多くの RNAポリメラーゼ IIIで合成され
る RNAが同定された。これらの RNA に共通す
る構造として、二本鎖 RNAを形成する領域が
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